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約した IPCC報告書は、2007 年の第 4次評価報告書（AR

























測報告書では、第 3次（TAR）・第 4次（AR 4）は SRES
（Special Report on Emissions Scenarios）、第 5次（AR
5）からは RCP（Representative Concentration Path-
ways）というシナリオ設定が適用されている。SRES シ
ナリオとは、今後の温室効果ガスの排出量を、世界の経済





1986 年 3月 北海道大学修士課程（衛生工学専攻） 修了




























シナリオとなる。たとえば、RCP 8.5 は「2100 年の時点
で放射強制力が 8.5W/m2を超え、上昇が続く」というも
ので、結果からみると SRES・A 2 シナリオに相当するも
のとなる。

























のようになるだろうか？先に示した A 2 シナリオに基づ














































ここでは 4 月から 6 月の融雪期は融雪出水によって年間
を通して一番流量が多い時期であり、稲作では田植えが始































7に示すように流路長 72.5 km、流域面積 960 km2であ




























































が、石山地点の流量 1,094 千 m3/day に白川浄水場での
取水量 536 千 m3/day と藻岩発電所での取水量 841 千






石山地点の流量を推算すると、平均流量が 2,376 千 m3/
day で実測値とほぼ変わらない値が得られるため、この考
え方を用いて渇水流量を推算すると 613 千 m3/day とな
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図 12 将来期間（2081～2100）におけるダム連携運用による豊平峡ダム
と定山渓ダムの貯水状況
（流入量（赤線）とDPで計算された放流量（紫色の面）から算出された貯水
位（青線）の期間平均）
